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　人ロの動き
一10月1日現在一
男4，186（十2）
女4，252（一5）
計8，438（一3）
世帯数2，257（一2）

　（）は前月比較



増
築
さ
れ
た
「
な
か
ま
の
家
」

入

自動車取得税交付金0．8％　　地方消費税交付金0．3％

利子割交付金0．2％

諸収入2．9％

使用料

　及び手数料2．2％

繰入金1．4％

分担金

　及び負担金0．9％

財産収入0．5％

歳

金欝　髭

地方譲与税1．4％

　　嚥税

　　　16．8％

　　　国庫支出金

　　　4．9％
県支出金

＼6．1％
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平
成
九
年
度
の
決
算
が
、
九
月
二
十

一
日
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
決
算
は
、
平
成
九
年
四
月
一

日
か
ら
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
収

支
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
五
十
一
億
五
千
六
百
三
十

万
円
、
歳
出
は
四
十
九
億
六
千
五
百
六

十
五
万
円
で
、
八
年
度
決
算
に
比
べ
て

歳
入
で
は
一
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳

出
で
は
一
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

地方交付税

　44．6％

　
歳
入
に
は
、
町
税
、
分
担
金
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自

ら
の
手
で
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
け
る
九
年
度
決
算
は
、
七
〇

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
依
存
財
源
の
割
合

が
高
い
歳
入
構
造
が
依
然
と
し
て
続
い

総額49億6，565万円はこのように使われました

出木費描．窓％
7億6，の餌万円

民生費15．紐％
7億4，9麗万円轟

鶴
轄
鷹
鱒

3
　
　
だ
　
　
凄
　
　
　
　
鵡
　
欝
り
　
ひ

翻
纏
懲
．
鷺
翼

畜
薦
（
翼
．
礁
　
嚢
驚

教
臆
議
勉
雌
．
．

総務費櫨．6％
6億2．456万円

商正費灘．籔％
纏億翼，纏認藩円

瀦防費溝．鍵驚
盤億駆駅万円

議会費1。囁
霧，朋9万円

災審復旧費　愈．麟％

R．脳4万円
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特別会計決算

お知らせします

て
い
る
も
の
の
、
自
主
財
源
率
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
に
い
ま
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
　
「
快
適

な
暮
ら
し
の
中
に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
の

あ
る
ま
ち
つ
く
り
」
と
い
う
基
本
方
向

に
の
っ
と
り
、
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
事

務
・
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

夢
を
育
む
人
づ
く
り

．
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
の
拡
充

．
総
合
体
育
館
大
規
模
改
修

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り

．
在
宅
介
護
手
当
支
給
事
業

・
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

働
く
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り

．
生
産
組
織
、
担
い
手
支
援
事
業

．
仙
田
地
区
活
性
化
総
合
開
発
事
業

　
快
適
で
美
し
い
環
境
づ
く
り

・
農
業
集
落
排
水
事
業

．
千
手
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

　
道
事
業

・
道
路
改
良
舗
装

．
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

　
進

　
楽
し
さ
広
が
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

．
総
合
緑
地
公
園
連
絡
道
整
備
事
業

・
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業

　
開
か
れ
た
自
主
的
行
政
の
推
進

．
文
書
管
理
改
善
、
書
庫
棟
の
建
設

　
な
ど
は
、
町
が
九
年
度
に
取
り
組
ん

だ
新
規
や
特
筆
す
る
事
項
と
い
え
ま
す
。

国　　民

健康保険

歳入 5億3，795万4干円

歳出 4億8，298万8干円

国民健康
保険診療所

歳入 2億6，505万6干円

歳出 2億6，131万7干円

老人保健

歳入 9億760万6干円

歳出 8億7，291万8干円

簡易水道

事　　業

歳入 1，537万5干円

歳出 1，510万1干円

農村集落

排水事業

歳入 7億9，391万2干円

歳出 7億8，831万6干円

下水道
事　　業

歳入 5億5，021万2干円

歳出 5億4，621万6干円

　　　　　　　目的別歳出の内訳

衛錐費譲．覇％　農撚水産業費m．3％　公債費耕，5％
3億雛，鶴1藏開．　　　　騒億1，1鋼万円　　　　　　5億7，鍵囎万円

繕．．　講糀．鍵　　患聴鋼
　　　　　　　　　　　　め　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

露　　　　　認　　　　　　　　　　翫慧　蓋　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　嶽

諸支出金6、1％　　　労働費0．3％
鴻趨万円　＿、　　　　1，筋3万円

慧一

住民検診は、健康状況を確

認する大事な手段です

　（9．6．H上野コミセン）
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中
型
で
並
み
の
強
さ
の
台
風
七
号
は
、
九
月
二
十
二
日
午
後
一

時
こ
ろ
紀
伊
半
島
に
上
陸
。
近
畿
、
北
陸
地
方
を
通
過
し
、
夜
間
、

東
北
地
方
を
北
上
し
ま
し
た
。
町
で
の
最
大
風
速
は
二
十
二
日
、

午
後
八
時
三
十
五
分
、
秒
速
三
十
三
メ
ー
ト
ル
（
川
西
ダ
ム
）
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
二
十
三
日
午
前
に
調
査
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
判
明
し
ま
し
た
。

莚
騰

暴風で屋根が飛ばされた住宅（木落）

【
建
物
被
害
】

　
建
物
の
被
害
は
、
ほ
と
ん
ど
が
屋
根

　
　
　
は
が

葺
材
が
捲
れ
た
り
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た

り
し
た
損
傷
で
し
た
。
ま
た
、
倒
木
に

よ
る
被
害
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

況状の害被物建

区　分 住　宅 倉　庫 工場・作業場 その他 計 備　考

千　手 7戸 4戸 2戸 3戸 16戸 屋根損壊

上　野 一戸 一戸 3戸 1戸 4戸 屋根損壊

橘 6戸 一戸 一戸 2戸 8戸 屋根損壊

仙　田 6戸 1戸 一戸 1戸 8戸 屋根損壊

合　計 19戸 5戸 5戸 7戸 36戸

【
道
路
遮
断
】

町
道
　
九
か
所

慧
彰
．

う

　
九
月
楽
團
漁
蔭
頻
諜
っ
た
第
嶽
翻
翔

爾
欝
議
会
建
例
会
の
全
日
程
が
蓋
棄
翌

日
緯
終
覆
し
諜
し
た
。

　
牽
段
は
、
鰯
義
に
よ
る
懸
政
に
灘
繋

る
一
般
質
聞
が
あ
っ
驚
あ
と
、
難
漏
繋

七
日
を
嚢
っ
て
任
期
満
蒙
と
餐
る
鰐
選

雛
管
理
委
員
と
嗣
補
発
員
の
選
雛
藻
災

施
さ
総
、
選
雛
管
理
委
員
鷹
は
灘
の
灘

が
当
選
さ
麗
諜
し
灘
。
懸
期
は
叢
鶴
。

　
嵩
橋
洋
一
さ
ん
（
滋
町
・
磯
歳
）

　
繭
雲
隆
釜
さ
ん
（
三
籏
・
衡
歳
）

　
禰
久
難
寒
さ
ん
（
講
落
・
霧
歳
）

　
小
林
義
幸
さ
ん
（
中
欄
田
・
蕊
歳
）

　
諜
だ
、
九
月
牽
五
目
穫
鋼
満
鱗
と
な

る
町
教
鳶
委
員
高
橋
義
平
さ
ん
（
黛
鎖

・
6
3
歳
）
を
再
餐
す
る
こ
と
に
岡
慧
し

ま
し
た
．

　
三
牽
一
日
に
は
、
平
成
九
繋
度
鋼
酉

町
一
般
会
謙
歳
入
歳
働
決
算
ほ
か
六
つ

の
特
溺
会
謙
歳
入
歳
鵡
決
算
と
鎭
道
事

業
会
欝
決
算
が
認
定
さ
れ
諜
し
灘
。

　
二
十
五
日
に
は
、
平
成
牽
集
度
辮
西

町
一
般
会
謎
補
垂
予
算
（
第
蕊
琴
）
及

ぴ
州
西
町
国
昆
健
康
保
険
特
翻
会
欝
補

正
予
算
（
第
二
号
）
ほ
か
蕊
つ
の
特
鋼

会
謙
補
正
予
算
が
原
案
ど
お
壌
蘇
淡
さ

れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
釜
篠
の
鑑
議
講
難
葵
約
灘
騰

案
ど
お
壌
欝
決
愚
義
．
諜
聡
懸
、
。
藁
繭
欝
　
、

目
麹
金
額
、
囎
薬
灘
は
鞭
鱒
難
灘
辮
灘

驚
餐
。

○
犠
驚
灘
叢
賛
欝
欝
難
難
鑑
療
翻
難
灘

、
糠
建
築
蕪
整
懇
叢
、
㎜
、
簸
騰

　
灘
蕪
鯛
懸
灘
鎌
脚
繊
霧
園
搬
、
－

　
難
幽
・
懸
鍵
騰
織
特
難
灘
翻
蓋
業
難

Q
糊
鶏
糠
熟
講
蕪
鷺
叢
購
、
、

　
灘
譲
鰯
醤
鑛
嚢
閣
欝
懸
驚
鶏
・

、
灘
糊
・
溝
鐵
欝
欝
叢
翻
鐡
業
楼

・
霧
欝
趨
嚇
警
嚢
嚢
嚢
燦
耀

　
灘
纂
、

　
心
癒
絵
藻
簸
糠
遜
繋
灘
鶏

　
㈱
織
矯
張
務
矯
㎜

　
続
騰
懇
．
麟
麟
購
灘
絨
総
灘
整
備
購

業
懸
窯
灘
繋
鍵
鱒
麟
鰻
懸
難
園
郷
簾
灘

灘
園
鱗
溝
燐
獲
泌
饗
懇
盤
灘
磁
霧
織
犠

つ
麟
て
原
樂
馨
叢
騰
驚
灘
懸
総
叢
獲
灘
。
．

　
さ
霧
幡
．
、
灘
鎌
護
繰
険
磁
撚
鑛
篇
聚

慈
讐
蕃
盤
整
猫
幾
蟹
鋤
繋
灘
騰
遷
灘
撚

鋼
度
の
綾
耀
藥
爾
灘
釜
糊
懇
譲
鱒
鑑
慧
鑓
欝
齪

ほ
か
園
繰
礁
慧
発
馨
馨
擾
錨
嚢
愚
蓬
叢

縷
決
驚
態
議
態
灘
。
．

難
、

熱鰻盛』
　　鼎撫ミ羅
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【
停
電
】

　
二
十
二
日
、
午
後
七
時
ご
ろ
か
ら
吹

き
始
め
た
風
は
、
八
時
ご
ろ
に
は
暴
風

と
な
り
ま
し
た
。
八
時
半
ご
ろ
か
ら
各

地
区
で
断
続
的
に
停
電
し
、
千
手
地
区

で
は
伊
友
を
除
く
県
道
東
側
約
五
百
世

帯
と
木
落
・
川
辺
集
落
約
百
五
十
世
帯

が
長
時
間
の
停
電
と
な
り
ま
し
た
。
中

央
町
、
神
社
町
、
学
校
町
な
ど
で
は
二

十
三
日
午
前
○
時
三
十
五
分
ご
ろ
ま
で
、

沖
立
で
は
二
十
三
日
午
前
一
時
ご
ろ
ま

で
停
電
し
ま
し
た
。
停
電
に
よ
る
影
響

は
大
き
く
、
一
般
世
帯
の
ほ
か
上
下
水

道
、
事
業
所
な
ど
に
も
支
障
を
き
た
し

ま
し
た
。

　
電
力
会
社
は
調
査
と
復
旧
に
専
念
し

て
お
り
、
連
絡
が
つ
か
ず
、
ま
た
、
停

電
の
広
報
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ら
だ

か
ら
、
住
民
の
間
に
不
安
と
苛
立
ち
が

あ
り
ま
し
た
。

立木が倒れて住宅を直撃（神社町）

φ
！／

【
上
水
道
】

　
水
源
、
浄
水
場
と
も
八
時
半
ご
ろ
停

電
と
な
り
、
取
水
・
浄
水
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
二
十
三
日
午
前
二
時
四

十
五
分
ご
ろ
水
源
の
一
部
が
復
帰
、
取

水
・
浄
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
配
水
池

の
水
位
も
徐
々
に
上
昇
し
ま
し
た
。
二

十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
ご
ろ
水
源
の

す
べ
て
が
復
帰
、
浄
水
能
力
も
元
に
回

復
し
、
断
・
減
水
ま
で
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
室
島
簡
易
水
道
と
臼
倉
簡
易

水
道
は
、
一
時
的
に
停
電
し
た
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
下
水
道
】

　
公
共
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

が
停
電
の
た
め
停
止
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
上
新
井
、
沖
立
、
高
原
田
地
内
の

五
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
で
水
位

の
上
昇
が
あ
り
、
管
理
委
託
会
社
の
バ

キ
ュ
ー
ム
車
が
出
動
、
マ
ン
ホ
ー
ル
内

の
汚
水
を
汲
み
取
り
ま
し
た
。
ポ
ン
プ

は
二
十
三
日
午
前
二
時
ご
ろ
復
帰
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
木
落
・
川
辺
地
区
の
集
落
下

水
道
で
も
停
電
の
た
め
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
内
の
水
位
が
上
昇
し
ま
し
た
。
二

十
三
日
午
前
二
時
半
ご
ろ
通
電
復
帰
し

ま
し
た
。

【
農
業
被
害
】

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
ニ
棟
、
タ
バ
コ
乾
燥

施
設
六
棟
の
ほ
か
、
農
協
低
温
倉
庫
・

屋根を飛ばされ壁がはがされた土蔵（沖立）

農
機
具
格
納
庫
・
堆
肥
舎
の
屋
根
損
傷
、

乾
燥
中
の
タ
バ
コ
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　
各
地
区
で
庭
木
、
利
用
樹
、
果
樹
、

公
園
内
の
樹
木
な
ど
多
数
が
倒
れ
ま
し

た
。
住
宅
地
に
あ
る
も
の
は
建
物
に
倒

れ
、
建
物
損
傷
の
被
害
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
居
住
区
で
の
倒
木
は
、
確
認

し
た
も
の
が
約
三
十
本
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
山
林
、
農
地
に
お
け
る
被
害
は

確
認
し
て
い
な
い
も
の
の
、
相
当
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
崩
れ
、
道
路
の
決
壊
、
河

川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
被
害
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭

国
土
利
用
法
の

　
　
届
出
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　
土
地
取
り
引
き
に
つ
い
て
の
届
出
制

度
が
、
九
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

●
大
規
模
な
土
地
取
り
引
き
の
場
合
、

契
約
の
締
結
前
に
届
出
が
必
要
で
し
た

が
、
今
後
は
、
規
制
区
内
、
監
視
区
域

及
び
注
視
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

地
域
に
お
い
て
は
、
契
約
の
締
結
後
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
視
区
域
と
は
…
地
価
が
一
年
間
に

相
当
な
程
度
を
超
え
て
上
昇
し
、
又
は

上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
の
確
保
に

支
障
を
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
。
）

●
屈
出
者
は
、
事
前
届
出
で
は
取
り
引

き
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
、
売
主
と

（土地）　買う人

illl》ん
売る人

甲さん

乙さん
丙さん
丁さん

．1。鱒一・鱒。一』．●●6●。．

　　　　　1
論 曙l　l　に

（い＋ろ＋は＋に）≧一定面積

買
主
）
で
し
た
が
、
事
後
届
出
制
に
お

け
る
届
出
者
は
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）

の
み
で
す
。

●
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
合
計

す
る
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
よ
う
な

一
団
の
土
地
の
取
り
引
き
に
つ
い
て
は
、

従
来
は
、
一
団
の
土
地
を
分
割
し
て
売

る
場
合
、
買
う
場
合
と
も
届
出
が
必
要

で
し
た
が
、
事
後
屈
出
制
に
お
い
て
は
、

分
割
さ
れ
た
一
団
の
土
地
の
一
部
を
取

得
す
る
場
合
（
造
成
さ
れ
た
分
譲
宅
地

の
一
区
画
を
取
得
す
る
場
合
な
ど
）
に

は
届
出
が
不
要
で
す
。
一
段
の
土
地
を

分
割
し
て
買
う
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
届
出
が
必
要
で
す
。

売る人　　　（土地）　　買う人

・・補』li奎

石〕巳

こ

　　　（イ＋口＋ハ＋二）≧一定面積
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協
定
書
を
交
換
す
る
南
雲
町
長
（
右
）

と
庭
野
千
手
郵
便
局
長

災害時の相互協定を締結

　　　　　　　　　みこし
干手まつり神輿の競演

9月5～6日と千手まつりが実施されました。今年のまつりでは、　P，

部長）が企画した神輿競演会がお目見え。九地区から出場した神輿連　．、

が、相撲場特設会場で自慢の神輿回しを披露しました。

優勝したのは大人と子供みこし二台で練り歩いた高原田地区で、大蓑

人神輿には女性が乗って気勢を上げていました。九地区の神輿連は、

それぞれに特徴があり、周りから盛んな声援が上がっていました。

と
な
っ
た
神
輿
競
演

た
高
原
田
地
区

田村さんの話に耳を傾ける参加者

家庭教育講座を実施
9月20日、総合センターで、長岡教育センター指導主事の田村晃さんを招い

て、家庭教育における父親・母親の役割をテーマに、家庭教育講座が開かれま

した。

田村さんは、今の子供たちは豊かさの中で、時間・仲間、祖父母・兄弟姉妹、

自然などといった大切な指導者を失ってしまっている。また、家庭教育・子育

てに処方箋や特効薬はない。当たり前のことをやっていく中から、「家族のみん

なが楽しく過ごせる明るい家庭づくり」を見つけていくようと述べていました。

「ゆきつばき号」が来町
9月24日、上野小学校と千手小学校を県警の交通安全指導車「ゆき

つばき号」が訪れ、町内小学校1年～3年の児童と保育園児を対象に、

腹話術や手品などをして、交通安全の指導をしました。指導に当たっ

た婦警さんがいろいろな出し物の中で特に口をすっぱくして話をして

いたのは「飛び出し」についてでした。不幸な事故や事態を招かない

ためにも、十分注意していきたいものです。

婦
警
さ
ん
の
話
に
、
終
始
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た

齊藤所長（左）から目録を

手渡される南雲町長

街
路
灯
を
寄
贈

　
十
月
一
日
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
齊
藤
浩
所
長
）
か
ら
、
町
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

街
路
灯
九
灯
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
申
請
の
あ
っ
た
九
町
内
に
設

置
を
し
ま
し
た
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

藤
巻
さ
ん
が
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
東
管
区
警
察
局
長
賞
受
賞
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
の
度
、
関
東
管
区
交
通
安
全
功
労

表
彰
式
が
あ
り
、
当
町
の
藤
巻
浩
三
さ

ん
（
発
電
所
通
り
西
・
74
歳
）
が
優
良

運
転
者
と
し
て
管
区
警
察
局
長
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
巻
さ
ん
が
、
四
十
九
年
余
の
長
期

に
わ
た
り
大
型
バ
ス
の
無
事
故
運
転
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
若
者
ド
ラ
イ
バ

ー
の
育
成
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。



町営住宅の建築に着手しました
　県立川西高校西側に、来年4月から入居できる町営住宅18戸

（2LDK6戸、3LDK12戸）の建築を始めました。

　この住宅への入居申し込み方法などは、来月号本紙でお知ら

せいたします。入居を希望する方々で、入居条件など詳細の内

容については「建設課都市計画係（盈68－3111内線322）まで

お尋ねください。

ク
ワ
入
れ
を
す
る
南
雲
町
長
（
左
）

と
建
築
業
者
の
代
表
（
蜘
）

　8月号でお知らせしていました地域情報の聞き取り（まちづくりを考える会）を、

8月19日、20日に開催しました。今回は、そこで発言のありました意見の抜粋を掲載

します。これらのご意見などは、今後の地域別構想をまとめるときに住民の声として

生かさせていただきます。

Q1．貴方の地域で守っていきたいもの・残したいものは何ですか？（保全要素）

千手地域 上野地域 橘　　地　　域 仙田地域
●鳥追いなどの伝統行事 ●いつもあいさつができる ●集落内の明るい交流や助 ●おいしい米のとれる農地
●のどかな田園風景

●静かな住環境

　人間関係

●山の緑と田園地帯

　け合い

●自然のままの河川

●小学校、保育園
　　はfや　し
●酒田離子や高倉太鼓など

●他都市に住む川西町出身 ●伝統行事 ●広い境内のある神社 の伝統芸能の継承
者とのつきあい ●郷土料理

など など など など

Q2．あなたの地域でいらないもの・変えたいものは何ですか？（改善要素）

千手地域 上野地域 橘　　地　　域 仙田地域
●リーダーシップのとれる ●消雪パイプの水が道路に ●冠婚葬祭時の古いしきた ●閉鎖的で利己的な考え方

人材の不足 たまること り ●10集落の考え方の格差
●明確なビジョンがないこ ●狭い県道 ●農業における農薬の使用 ●伝統芸能の後継者不足

と ●リーダーシップをとる人 ●主要地方道小千谷十日町
●消極的な姿勢 へのバックアップ体制が 津南線の取り付け部分
●現状のままが良い　など ないこと　　　　　　など など など

Q3．あなたの地域で足りないもの・欲しいものは何ですか？（整備要素）

千手地域 上野地域 橘　　地　　域 仙田地域
●水と親しめる施設 ●安心して歩ける歩道 ●信濃川沿いに憩いの空間 ●都市交流（グリーンツー
●にぎやかなイベント広場 ●遊園地や公園 （公園、花畑など） リズム）

のある商店街 ●若手が地元に自信や誇り ●交通事故防止のための歩 ●温泉保養施設
●人材育成 を持てる企業の誘致 道 ●仙田の核となる施設
●喫茶店など、住民が集え ●老若男女の交流の促進 ●将来を担う若者や子供

るところ　　　　　　など など など など

Q4．将来、どんな地域に住みたいですか？（地域の将来像）

千手地域 上野地域 橘　　地　　域 仙田地域
●特徴のあるまちづくり ●若い人がUターンしたり、 ●雪が生活の支障にならな ●都市交流を中心とした特
●若者が住みたくなるまち 都会の人が1ターンでき いまち 色ある山間地域

●公共施設と緑地が充実し るまち ●安心して住めるまち ●豊かな農業のあるまち

ているまち ●他都市に流出した若者が ●子供たちが自然の中で楽

帰ってくるまち しく育つまち

など など など など
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心
身
障
害
者
の
方
は
、

　
　
こ
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
の
取
得
を
基
本
と
し

て
お
り
、
町
で
も
該
当
者
の
早
期
把
握

と
制
度
の
周
知
に
務
め
て
い
ま
す
。
障

害
者
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
手
帳
の
交
付
】

○
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
目
、
耳
、
手
足
や
内
臓
な
ど
に
身

　
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い

　
る
程
度
の
障
害
（
一
～
六
級
）
を
持

　
つ
方
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
療
育
手
帳

　
　
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
で
精
神

　
薄
弱
（
重
度
閥
A
、
中
軽
度
1
1
B
）

　
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
交
付
さ

　
れ
ま
す
。

【
医
療
費
の
助
成
】

○
更
生
医
療

　
　
身
体
障
害
者
の
障
害
の
除
去
又
は

　
軽
減
に
必
要
な
医
療
費
を
給
付
し
ま

　
す
。
対
象
と
な
る
主
な
医
療
は
、
人

　
工
透
析
、
人
工
関
節
置
換
術
、
ぺ
ー

　
ス
メ
ー
カ
i
埋
込
術
な
ど
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
県
障
）

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
、
療

　
育
手
帳
A
所
持
者
に
対
し
て
医
療
費

　
及
び
食
事
療
養
費
（
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
所
持
者
に
限
る
）
を
助
成

し
ま
す
。

【
福
祉
用
具
の
給
付
】

○
補
装
具
の
交
付
（
修
理
）

　
　
身
体
障
害
者
に
対
し
、
障
害
の
内

容
及
び
程
度
に
応
じ
て
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
や
車
椅
子
な
ど
の
補
装
具
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
、

そ
の
障
害
の
内
容
に
応
じ
て
浴
槽
、

便
器
、
特
殊
寝
台
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

　
の
日
常
生
活
用
具
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

【
手
当
な
ど
】

○
障
害
者
基
礎
年
金

　
　
国
民
年
金
加
入
期
間
に
病
気
、
け

　
が
、
精
神
障
害
（
精
神
薄
弱
を
含
む
）

　
に
よ
り
、
一
定
の
障
害
状
態
と
な
っ

　
た
方
に
支
給
し
ま
す
。
二
十
歳
前
に

　
一
定
の
障
害
状
態
と
な
っ
た
方
は
、

　
国
民
年
金
の
加
入
に
か
か
わ
り
な
く

　
二
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
（
窓
ロ
ー
1
住
民
課
住
民
係
）

○
特
別
障
害
者
手
当

　
　
二
十
歳
以
上
で
精
神
又
は
身
体
に

　
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
町
、
日
常

　
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

　
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
児
手
当

　
　
二
十
歳
未
満
で
精
神
又
は
身
体
に

　
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

　
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
児
童
に
支
給
し
ま
す
。

○
心
身
障
害
者
扶
養
者
共
済
制
度

　
　
六
十
五
歳
未
満
の
保
護
者
が
加
入

　
者
と
な
り
、
加
入
者
が
死
亡
及
び
重

　
度
の
障
害
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
者

　
本
人
に
終
身
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三

　
級
所
持
者
及
び
精
神
薄
弱
者
。

○
在
宅
重
度
重
複
障
害
者
介
護
児
舞
金

　
　
療
育
手
帳
A
所
持
者
で
、
二
級
以

　
上
の
障
害
が
二
つ
あ
る
方
を
常
時
介

　
護
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

〔
税
金
の
軽
減
〕

○
所
得
税
、
住
民
税
の
所
得
控
除

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
二
級
、
療

　
育
手
帳
A
所
持
者
は
特
別
障
害
者
控

　
除
、
身
体
障
害
者
手
帳
三
～
六
級
、

　
療
育
手
帳
B
所
持
者
は
、
障
害
者
控

　
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
所
得
税
窓
口
H
税
務
署
）

　
（
住
民
税
窓
ロ
ー
1
税
務
署
）

○
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
、
自
動
車

　
取
得
税
の
減
免

　
　
障
害
者
本
人
又
は
生
計
を
一
に
す

　
る
者
が
所
有
し
、
本
人
が
運
転
す
る

　
場
合
の
ほ
か
、
生
計
を
一
に
す
る
者

　
が
専
ら
本
人
の
た
め
（
通
学
、
通
院

　
な
ど
）
に
利
用
す
る
場
合
に
減
免
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

十日町市・川西町小学校一一第2回〔
男
子
〕

5
年
　
1
0
0
メ
ー
ト
ル

①
鈴
木
龍
也
（
川
治
）

（
東
）
⑨
高
橋
明
彦

6
年
　
同

　
①
中
林
将
志
（
東
）

（
西
）
③
小
川
浩
幸

声援を背に受けて頑張る町児童（左：5年男子1，500m、

右：6年女子100m。700番台は全て町の児童たちです）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．10．10⑧

　
②
高
橋
宣
弘

（
千
手
）

②
田
中
一
機

（
西
）

5
年
　
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル

②
南
雲
　
革
（
千
手
）
⑦
永
井
裕
貴

（
橘
）
⑧
中
村
　
旭
（
千
手
）

6
年
　
同

　
①
丸
山
　
真
（
橘
）
②
庭
山
和
貴

（
東
）
⑤
藤
巻
　
繁
（
橘
）



　
『

　
れ
ま
す
。
　
（
障
害
種
別
、
等
級
制
限

　
あ
り
）

　
　
（
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
窓
口

　
”
税
務
署
）

　
　
（
軽
自
動
車
税
窓
口
”
税
務
課
）

○
千
手
温
泉
の
入
湯
税
免
除

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
及
び

　
療
育
手
帳
A
所
持
者
は
、
　
「
千
手
温

　
泉
入
湯
税
免
除
申
請
書
」
の
交
付
を

　
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
入
湯
税
が
免

　
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
入
湯
税
窓
口
月
税
務
課
）

〔
旅
客
運
賃
の
割
引
〕

O
J
R

　
　
第
一
種
心
身
障
害
者
は
、
本
人
が

　
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
利
用
す

　
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
者
と
と
も
に

　
利
用
す
る
場
合
に
普
通
乗
車
券
が
五

　
割
引
に
な
り
ま
す
。
第
二
種
心
身
障

　
害
者
は
、
本
人
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
み
五
割

　
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
”
J
R
駅
）

○
バ
ス

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳

　
所
持
者
は
普
通
乗
車
券
が
五
割
引
き
、

　
定
期
券
が
三
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
”
バ
ス
会
社
）

○
有
料
道
路

　
　
身
体
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

　
合
の
ほ
か
、
重
度
心
身
障
害
者
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
介
護
者
が
運
転
す
る

　
場
合
に
お
い
て
料
金
が
五
割
引
き
に

な
り
ま
す
。
　
（
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
で
割
引
証
を
交
付
）

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
助
成
制
度

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
（
三

　
級
は
下
肢
、
体
幹
障
害
の
み
）
及
び

　
療
育
手
帳
A
に
対
し
て
、
小
型
（
福

　
祉
）
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
（
走
車
料

　
金
を
含
む
）
が
割
引
と
な
る
利
用
券

　
を
年
間
十
二
枚
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
所

　
持
者
に
は
、
料
金
が
一
割
引
き
に
な

　
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

〔
そ
の
他
の
制
度
〕

O
N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除

　
　
身
体
障
害
者
の
い
る
低
所
得
世
帯

　
及
び
重
度
精
神
薄
弱
者
の
い
る
町
民

　
税
非
課
税
世
帯
は
、
受
信
料
が
無
料

　
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
主
が
視

　
覚
・
聴
覚
障
害
及
び
肢
体
不
自
由
一

　
～
二
級
で
あ
る
世
帯
は
、
受
信
料
が

　
半
額
に
な
り
ま
す
。

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費

　
の
補
助

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～

　
四
級
所
持
者
が
、
自
動
車

　
運
転
免
許
を
取
得
し
た
場

　
合
、
費
用
の
三
分
の
二

　
（
限
度
額
十
万
円
）
が
補

　
助
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
利

　
子
補
給
制
度

　
　
心
身
障
害
者
又
は
、
そ

　
の
世
帯
者
が
住
宅
の
増
・

　
改
築
の
た
め
に
借
り
入
れ

　
た
利
子
分
の
う
ち
、
障
害

　
者
の
た
め
の
増
・
改
築
に

　
か
か
る
利
子
分
を
補
給
し

　
ま
す
。

○
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

　
　
心
身
障
害
者
の
生
業
及
び
住
宅
の

　
増
・
改
築
な
ど
に
対
し
て
、
低
利
子

　
で
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
ま
す
。

　
（
窓
口
”
社
会
福
祉
協
議
会
）

○
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
証
票
の
交
付

　
　
視
覚
障
害
一
～
四
級
、
下
肢
不
自

　
由
一
～
四
級
、
体
幹
不
自
由
一
～
三

　
級
、
内
臓
機
能
障
害
一
・
三
級
の
方

　
が
運
転
又
は
同
乗
し
て
使
用
す
る
場

　
合
や
、
精
神
薄
弱
者
が
同
乗
し
て
使

　
用
す
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
（
身
体
障
害
者
は
社
会
福
祉
協
議
会
、

精
神
薄
弱
者
は
警
察
が
窓
口
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
窓
口
又

　
は
、
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
暦

　
6
8
－
3
1
1
1
・
内
線
2
0
5
）
へ

補
装
具
給
付
事
業
で
電
動
車
の
提
供
を

受
け
た
田
中
さ
ん
。
毎
日
は
り
き
っ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

5
年
走
り
幅
跳
び

　
①
高
橋
宣
弘
（
東
）
④
高
橋
明
彦

　
（
千
手
）
⑥
丸
山
秀
基
（
上
野
）

6
年
　
同

　
④
羽
鳥
康
仁
（
橘
）
⑥
和
久
井
喬

（
橘
）
⑧
高
橋
佳
広
（
千
手
）

5
年
　
走
り
高
跳
び

　
①
小
島
正
嗣
（
東
下
組
）
②
小
川
将

吾
（
東
）
⑤
保
坂
　
慎
（
橘
）

6
年
　
同

　
④
羽
鳥
雄
祐
（
橘
）
⑥
樋
口
俊
亮

（
千
手
）
⑧
金
子
大
輔
（
上
野
）
、
山

家
真
（
橘
）

5
年
　
8
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

　
①
富
井
亮
太
（
馬
場
）
②
金
子
良
太

（
十
日
町
）
⑤
星
名
大
地
（
千
手
）

6
年
　
同

　
①
田
口
雄
太
（
中
条
）
②
小
川
浩
幸

（
西
）
⑥
藤
巻
直
樹
（
橘
）

5
年
　
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
①
川
治
小
③
千
手
小
（
高
橋
明
彦
、

南
雲
啓
太
、
星
名
大
地
、
中
村
　
旭
）

⑥
橘
小
（
中
村
広
伸
、
永
井
裕
貴
、
村

越
大
樹
、
保
坂
　
慎
）

6
年
　
同

　
①
西
小
④
橘
小
（
丸
山
　
真
、

康
仁
、
和
久
井
喬
、

手
小
（
太
田
敏
行
、

隼
人
、
高
橋
佳
広
）

〔
女
子
〕

5
年①

江
村
美
樹

ン
ナ
（
十
日
町
）

6
年
　
同

藤
巻
繁
）

樋
口
俊
亮
、

星⑤羽
名千鳥

十村1日美0
町樹0）

＿
メ

③西1樋）卜
熊②ル
理ス
衣ミ
＿ス
東・
）ア

　
①
田
川
絵
梨
（
東
）
②
春
日
　
恵

　
（
西
）
③
馬
場
綾
子
（
十
日
町
）

5
年
　
8
0
0
メ
ー
ト
ル

　
①
江
村
美
樹
（
西
）
②
山
本
久
美
子

　
（
東
）
⑤
平
野
実
穂
子
（
千
手
）

6
年
　
同

　
①
尾
身
三
奈
（
真
田
）
②
上
村
留
美

　
（
鐙
島
）
③
富
井
愛
子
（
上
野
）

5
年
走
り
幅
跳
び

　
①
真
霜
か
お
り
（
西
）
②
山
本
奈
央

（
橘
）
⑩
小
川
絢
香
（
上
野
）

6
年
　
同

　
①
春
日
　
恵
（
西
）
⑧
渡
辺
明
子

（
橘
）
⑩
桐
生
さ
ゆ
り
（
上
野
）

5
年
　
走
り
高
跳
ぴ

　
①
丸
山
芽
衣
子
（
上
野
）
②
山
田
由

布
子
（
東
）
③
水
落
紗
智
子
（
下
条
）

6
年
　
同

　
①
富
井
有
沙
（
馬
場
）
④
丸
山
亜
由

美
（
橘
）
、
柄
澤
菜
美
江
（
千
手
）

5
年
　
8
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

　
①
樋
熊
理
衣
（
東
）
②
真
霜
奈
津
美

（
川
治
）
③
岡
田
瑛
理
子
（
中
条
）

6
年
　
同

　
①
田
川
絵
梨
（
東
）
②
外
山
静
香

（
川
治
）
③
上
村
恵
梨
奈
（
川
治
）

5
年
　
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

①
東
小
②
西
小
⑥
千
手
小
（
星
名
斉

美
、
齋
藤
陽
子
、
登
坂
泰
子
、
松
崎
さ

お
り
）

6
年
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
西
小
②
東
小
③
＋
日
町
小
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨



「
敬
老
の
日
』

　
　
39
人
に
祝
い
品
を
贈
る

　
老
人
週
間
（
9
月
1
5
日
～
3
0
日
）
に

ち
な
ん
で
、
県
と
町
か
ら
八
十
八
歳

（
米
寿
）
三
十
九
人
の
方
に
敬
老
祝
い

品
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
五
日
、

町
長
、
助
役
、
収
入
役
が
各
世
帯
を
訪

問
し
て
直
接
祝
い
品
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
お
祝
い
を
受
け
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
相
崎
セ
ツ
（
中
島
町
）
、
田
中
ス
ミ

（
発
電
所
通
り
東
）
、
小
野
塚
清
（
上

　
町
）
、
清
水
寛
治
（
中
央
町
）
、
太

　
田
キ
イ
（
田
中
町
）
、
市
川
富
二

（
中
屋
敷
）
、
市
川
ト
イ
（
中
屋
敷
）

　
数
藤
信
善
（
沖
立
）
、
星
名
リ
セ

（
伊
友
）
、
星
名
栄
吉
（
伊
友
）
、
星

　
名
カ
ズ
（
伊
友
）
、
星
名
仁
作
（
伊

　
友
）
、
高
橋
ヤ
ス
（
坪
山
）
、
山
岸

　
セ
ッ
（
霜
条
）
、
渡
辺
音
治
（
上
野
）
、

　
根
津
富
士
松
（
上
野
）
、
田
村
ク
マ

南雲町長からお祝い品を受けた

小野塚清さんとご家族

（
上
野
）
、
田
村
力
蔵
（
上
野
）
、

　
名
ハ
ツ
（
元
町
）
、
渡
貫
キ
ヨ

　
町
新
田
）
、
丸
山
ナ
カ

　
渡
貫
正
徳
（
新
町
新
田
）
、

　
ヤ
（
新
町
新
田
）
、
山
家
ミ
イ

　
落
）
、
田
口
誉
治
郎
（
木
落
）
、

　
久
井
精
一
（
木
落
）
、

（
塩
辛
）
、
藤
巻
和
夫
（
塩
辛
）
、

　
村
久
美
（
仁
田
）
、
藤
原
カ
ウ

　
田
）
、
江
ロ
ス
エ
（
野
口
）
、

　
幸
作
（
原
田
）
、
須
藤
ミ
ノ

　
南
雲
リ
ト
（
中
仙
田
）
、

（
室
島
）
、
高
橋
政
市
（
室
島
）
、

　
野
ナ
カ
（
室
島
）
、
斉
木
リ
サ

　
脇
）
、
江
ロ
ム
メ
ノ
（
小
臼
倉
）

　
総
務
庁
が
九
月
十
四
、

の
日
本
の
高
齢
者
人
口
（
推
計
値
）

発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

パ新星

（
新
町
新
田
）
、

　
　
水
品
ト

　
　
　
（
木

　
　
　
　
和

藤
巻
ヨ
シ
エ

　
　
　
　
木

　
　
　
（
仁

　
　
　
丸
山

　
　
（
下
原
）
、

高
橋
シ
ン

　
　
　
　
滋

　
　
　
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
五
日
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
二
千
四大平助役からお祝い品を受ける木村久美さん

南雲町長からお祝い品を受けた

茂野ナカさんとご家族

十
九
万
人
（
男
性
八
百
五
十
一
万
人
・

女
性
千
百
九
十
八
万
人
）
で
、
総
人
口

の
一
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
五
十
万
二
千
人
に
達
し
、

県
人
口
に
占
め
る
割
合
は
二
〇
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
（
前
年
比
○
・
六
ポ
イ
ン
ト

増
）
、
当
町
に
お
い
て
は
二
六
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
（
対
前
年
比
一
・
ニ
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん水品収入役からお祝い品を受ける水品トヤさ

平成10年9月15日現在番付者寿町長西川（敬称略）

東 西

氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令 氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令

平野キイ 上　　町 菊　枝 M29．10．24 101 横　綱 北村クメ 山野田 日出太 M30．4．10 101

村山シマ 新町新田 若山昭治 M33．5．12 98 大　関 市川　ト　ウ 田中町 信　二 M33．8．13 98

高橋　トシ 木　　島 庄　作 M34．3．29 97 関　脇 数藤寅治 沖　　立 寅夫 M34．4．3 97

高橋惣治 室　　島 寅　治 M34．6．5 97 小　結 宮　　ト　ミ 山野田 啓　一 M34．12．18 96

南雲ヤス 田中町 善二 M35．7．7 96 前　頭 田村チヤウ 鶴　　吉 一　策 M35．7．23 96

押木竹尾 あかね園 本　人 M35．11．28 95 2 田　ロ　キ　ヨ 木　　落 直　正 M36．1．7 95

丸山宗太郎 下　　原 本　人 M36．2．26 95 3 冨井カ　ト 上　　野 宏　行 M36．3．1 95

春日フク 伊　　友 好　和 M36．5．25 95 4 小海ク　ヨ 小根岸 益　男 M36．10．23 94

石田コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 94 5 山田　ヨ　シ あかね園 本　人 M36．12．10 94

星名ハル 学校町 美　信 M37．1．27 94 6 高橋ヒサ 中仙田 恒　平 M37．3．4 94

中村昌平 岩　　瀬 蓉　子 M37．9．10 94 7 宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 93

星名　トモ 伊　　友 正　男 M37．11．4 93 8 柄澤荘八 沖　　立 数藤実 M37．12．7 93

根津英作 上　　野 本　人 M37．12．21 93 9 渡辺シゲ 上　　野 孝　平 M38．1．19 93

小野塚キイ 中央町 一 M38．1．28 93 10 田ロ　ト　ミ 木　　落 寛　一 M38．1．30 93
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大
倉
の
天
狗
様

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
仙
田
の
社
寺
を
歴
訪

　
町
公
民
館
（
保
坂
国
夫
館
長
）
で
開

設
す
る
歴
史
講
座
は
毎
年
好
評
で
、
町

の
歩
み
や
先
人
た
ち
の
生
活
を
知
り
た

い
と
願
う
方
々
が
三
十
名
ほ
ど
、
上
村

政
基
町
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
を
主

任
講
師
に
意
欲
的
な
調
査
、
学
習
活
動

を
続
け
て
い
る
。
こ
と
し
は
生
涯
学
習

課
（
松
澤
真
代
課
長
）
の
蔵
品
順
子
社

会
教
育
指
導
員
が
「
マ
ナ
ビ
ィ
講
座
ふ

る
さ
と
探
訪
」
を
企
画
し
て
く
だ
さ
り
、

「
川
西
町
の
歴
史
や
自
然
を
探
訪
し
て

理
解
を
深
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
町

内
の
社
寺
や
い
し
ぶ
み
を
見
て
ま
わ
り
、

当
時
の
世
相
や
そ
の
背
後
に
生
き
た
人

び
と
の
動
き
を
学
ん
で
い
る
。

　
仙
田
地
区
は
私
が
案
内
す
る
こ
と
に

な
り
、
山
口
隆
也
氏
運
転
の
バ
ス
を
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ぷ
　
ろ

光
道
路
に
出
迎
え
た
の
は
蒸
風
呂
の
よ

う
に
暑
い
十
七
夜
の
午
後
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
伊
勢
平
治
観
音
様
の
例
祭
で

お
詣
り
や
来
客
な
ど
か
ら
参
加
者
も
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
が
、

生
涯
学
習
を
地
で
い
く
次
の
方
が
た
が

元
気
な
お
顔
を
み
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
富
井
初
枝
、
小
林
欣
造
、
小
海
昭
一
、

平
野
未
之
助
、
清
水
順
策
、
茂
野
宗
平
、

村
山
勇
太
郎
、
根
津
広
作
、
山
口
功
、

川
崎
ト
シ
、
渡
辺
チ
ョ
ウ
、
平
野
竹
子
、

渡
辺
秀
、
星
名
八
重
子
、
高
橋
ヒ
サ
、

上
村
ス
ミ
子
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

妻
有
郷
に
た
だ
ひ
と
つ

　
観
光
道
路
か
ら
雁
ヶ
峰
、
黒
姫
、
八

石
、
米
山
の
霊
峰
を
望
み
、
眼
下
の
山

な
み
を
追
っ
て
仙
田
郷
十
五
集
落
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み
じ
　
ひ

史
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
「
紅
葉
曳
き
」

で
知
ら
れ
る
小
臼
倉
十
二
社
を
参
拝
し

渋
海
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
右
側
の
森

　
お
わ

に
在
し
ま
す
大
倉
の
天
狗
社
を
お
詣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
っ
そ
う

し
た
。
境
内
三
十
坪
の
欝
蒼
と
し
た
聖

地
は
、
ム
ラ
人
た
ち
の
信
仰
を
集
め
た

天
狗
の
藤
、
庚
申
の
藤
、
そ
れ
に
出
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き

三
山
の
み
ご
と
な
藤
が
棒
の
古
木
と
絡

み
合
い
、
樹
勢
な
お
盛
ん
で
、
天
狗
が

住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
妖
気
を
漂
わ
せ
て

い
た
。
そ
の
お
り
、
い
く
つ
か
の
ご
質

間
を
い
た
だ
い
た
の
で
こ
の
欄
で
お
答

え
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
川
西
町
に
天
狗
社
が
存
在
す
る
の
は

大
倉
だ
け
、
　
「
中
魚
沼
郡
誌
」
を
見
て

も
ほ
か
の
町
村
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
大
倉
の
天
狗
社
は
旧
岩
沢
、

真
人
村
と
旧
上
小
国
、
松
代
村
の
一
部

も
含
め
た
昔
の
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市

の
全
域
で
た
だ
ひ
と
つ
の
天
狗
社
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
大
き
な
谷
と
険
し
い

が
け崖

に
囲
ま
れ
た
大
倉
は
、
南
北
朝
時
代

（
二
二
三
六
～
九
三
）
の
終
わ
り
に
力

尽
き
た
武
士
が
隠
住
し
て
開
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
天
狗
社
の
創
立
や
起

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
び

因
、
徴
証
、
伝
来
は
詳
ら
か
で
な
い
。

天
狗
様
と
村
人
た
ち

　
五
十
年
も
前
に
、
中
條
文
平
仙
田
村

書
記
（
明
治
二
十
八
年
生
・
故
人
）
か

ら
次
の
話
を
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

　
大
倉
天
狗
社
の
祭
神
は
猿
田
彦
命
で

例
祭
は
六
月
十
四
日
だ
。
こ
の
神
様
は

て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん
　
　
　
　
　
　
に
　
に
ぎ
の
み
こ
と

天
孫
降
臨
の
さ
い
項
項
杵
尊
の
先
頭
に

立
っ
て
天
狗
の
よ
う
に
活
躍
し
た
と
い

い
、
道
祖
神
や
庚
申
様
に
も
つ
な
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
け
　
が

て
、
ム
ラ
の
衆
を
怪
我
過
ち
の
な
い
よ

う
に
守
護
し
て
く
れ
る
。
仙
田
の
谷
に

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
わ
　
　
　
あ
お

悪
疫
が
流
行
す
る
と
団
扇
を
扇
い
で
病

魔
を
退
散
さ
せ
、
ム
ラ
に
悪
者
が
入
り

こ
む
と
で
っ
か
い
「
ハ
ク
シ
ョ
ン
」
を

し
て
追
い
払
っ
て
く
れ
る
。

　
お
だ
て
の
効
く
天
狗
様
で
、
み
ん
な

が
大
事
に
す
る
と
十
二
様
と
一
緒
に
農

作
業
を
手
助
け
す
る
が
、
仕
事
を
怠
け

た
り
、
粗
相
が
あ
っ
た
り
す
る
と
肝
焼

い
て
大
風
を
吹
か
せ
て
オ
ド
シ
た
り
す

る
。
そ
の
た
め
、
ム
ラ
の
衆
は
天
狗
様

が
腹
を
立
て
な
い
よ
う
に
気
を
使
い
、

み
ん
な
で
一
所
懸
命
に
稼
い
で
き
た
。

　
坪
山
の
中
條
秀
治
氏
（
大
倉
出
身
）

が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
大
倉
は
全
盛
時
に
三
十
六
戸
を
数
え

た
が
、
ど
の
家
も
斜
面
に
あ
り
、
玄
関

先
ま
で
車
が
入
ら
な
い
ほ
ど
居
平
の
悪

い
ム
ラ
だ
っ
た
。
天
狗
様
と
の
係
り
は

深
く
、
物
心
の
つ
い
た
と
き
か
ら
「
ナ

（
お
前
）
が
悪
い
子
に
な
る
と
天
狗
が

大
倉
天
狗
社
と
天
狗
の
森

さ
ら掠

っ
て
下
の
沢
（
大
倉
沢
川
）
ヘ
ブ
チ

ャ
ル
（
捨
て
る
）
ゾ
」
と
お
ど
さ
れ
て

育
ち
、
大
天
狗
大
明
神
に
守
ら
れ
て
峰

や
谷
合
い
の
田
畑
を
耕
し
て
生
き
た
。

　
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
た
か
、
天
狗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぢ
と
ヤ
つ

森
に
山
伏
や
行
者
や
祈
禧
師
が
多
勢
住

み
、
湯
（
鉱
泉
）
も
使
っ
て
修
行
を
積

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
修
験
者
の
中
に
小

臼
倉
大
和
屋
の
人
が
居
り
、
の
ち
に
江

戸
へ
出
て
成
功
し
、
大
勢
の
弟
子
を
か

か
え
て
繁
盛
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

天
狗
は
想
像
上
の
怪
物

　
広
辞
苑
（
新
村
出
編
）
は
天
狗
を
次

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。

　
深
山
に
棲
息
す
る
と
い
う
想
像
上
の

怪
物
。
人
の
か
た
ち
を
し
、
顔
赤
く
、

鼻
高
く
、
翼
が
あ
っ
て
神
通
力
を
も
ち

飛
行
自
在
で
羽
団
扇
を
も
つ
と
い
う
。

　
民
俗
学
辞
典
（
柳
田
国
男
監
修
）
は

天
狗
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
名
称
そ
の
も
の
は
仏
教
か
ら
き
た
ら

し
い
。
異
常
な
怪
力
、
強
烈
な
感
情
、

極
端
に
清
浄
を
愛
し
、
俗
衆
の
近
づ
く

　
　
　
　
い
ん
げ
ん
じ
ざ
い

を
憎
み
、
隠
顕
自
在
で
常
人
の
意
表
に

出
る
な
ど
が
、
そ
の
性
格
の
大
き
な
特

色
で
、
日
本
固
有
の
山
野
の
神
の
一
種

に
対
し
て
こ
の
名
が
用
い
ら
れ
、
後
世

妖
怪
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
鬼
の
場
合
の
よ
う
に

文
学
、
芸
能
、
絵
画
な
ど
に
よ
っ
て
い

ち
じ
る
し
く
粉
飾
さ
れ
て
い
る
。

　
鼻
の
高
い
こ
と
、
修
験
山
伏
の
よ
う

な
服
装
、
羽
扇
団
な
ど
は
近
い
昔
の
変

化
に
過
ぎ
な
い
。
現
に
山
形
県
最
上
郡

な
ど
で
も
、
天
狗
は
臼
髪
の
爺
だ
と
考

え
て
い
る
だ
け
で
特
別
に
鼻
が
高
い
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
天
狗
の
属
性
は
時

代
と
と
も
に
変
遷
し
て
来
た
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
ぴ
と

る
。
天
狗
は
グ
ヒ
ン
、
山
の
神
、
大
人
、

山
人
と
も
呼
ば
れ
、
山
男
と
同
じ
だ
と

も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
山
だ
け
に
住
ん

だ
実
在
の
特
殊
な
人
間
を
、
里
の
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

誤
認
し
た
経
験
も
天
狗
謂
に
は
含
ま
れ

て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
山
中
で
大
木

を
伐
り
倒
す
怪
音
（
天
狗
倒
し
）
、
天

狗
笑
い
、
天
狗
ツ
ブ
テ
な
ど
の
幻
覚
の

例
は
今
も
各
地
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

天
狗
が
子
供
を
さ
ら
い
、
神
隠
し
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

る
話
は
中
世
以
前
の
鷲
、
そ
の
後
の
鬼

に
つ
づ
い
て
近
世
甚
だ
広
く
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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7
日
の
催
し

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
夢
キ
ャ
ラ
バ
ン
公
演

　
　
午
後
6
時
～
8
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト

去
年
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

公
演
か
ら

　
　
　
　
祭

　
　
　
　
満

　旧
日
自

8
し

～
こ

出
日
‘

7
わ

曲
ツ
か

地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー

■
と
　
き
　
1
0
月
2
0
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
参
加
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
（
中
学
生
・
高
校
生
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
（
智
5
7
1
5
1
1
1
）

　
　
午
前
9
時
～
午
後
8
時

8
日
の
催
し

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
大
な
わ
と
ぴ
大
会

　
　
午
前
9
時
～
1
1
時

◆
琴
伝
流
大
正
琴
発
表
会

◆
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
（
芸
能
大
会
）

　
　
正
午
～
4
時
3
0
分

◆
ミ
ニ
四
駆
大
会

　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

◆
屋
台
村
開
店

◆
錦
鯉
品
評
会

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
ユ
ー
ユ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
午
後
2
時
～
4
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

障
害
者
集
団
選
考
会

●
日
時
　
1
0
月
2
8
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

●
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0

●
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
（
盈
5
7
1
2
4
0
7
）

　
町
で
は
、

作
業
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
森
林
・
林
業
に

つ
い
て
の
勉
強
会
も
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ

ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
1
0
月
31
日
d
b

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

◆
場
所
　
中
屋
敷
地
内
（
角
万
寺
ス
キ

　
i
場
北
側
付
近
）
・
二
六
公
園

◆
内
容
　
ブ
ナ
の
植
林
作
業
、
森
林
・

　
　
　
　
林
業
な
ど
の
勉
強
会

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
農
林
課
振
興
係

（
盈
68
1
3
1
1
1
内
線
3
3
1
）

森
林
体
験
教
室
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

町
の
木
「
ブ
ナ
」
の
植
林

去
年
実
施
さ
れ
た
森
林
体
験
教
室

収
益
金
の
還
元
を
受
け
る

　
　
平
成
1
0
年
度
宝
く
じ
助
成
備
品

　
中
仙
田
百
円
会
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
一
層
の
活
発
化
と
地
域

全
体
の
振
興
を
図
る
た
め
、
働
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く
じ
の
収
益
金
二

五
〇
万
円
の
助
成
を
受
け
、
次
の
よ
う

な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
太
鼓
、
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

　
ラ
、
テ
ン
ト

　
特
に
太
鼓
は
、
高
倉
集
落
で
伝
承
が

困
難
と
な
っ
た
「
高
倉
太
鼓
」
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
活
動

が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

整備された太鼓と百円会有志のみなさん

消
防
広
場
を
開
設

　
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
に
よ
り
消
防

広
場
を
開
き
ま
す
。

◆
日
時

・
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
所

　
東
頸
城
郡
松
代
町
　
松
代
町
役
場
駐

車
場
（
雨
天
の
場
合
、
同
役
場
車
庫
）

◆
内
容

　
・
ミ
ニ
消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
i

　
・
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
・
ち
び
っ
こ
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー

◎
そ
の
ほ
か
、
わ
た
あ
め
・
風
船
・
紙

　
芝
居
な
ど
、
い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が

　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

地域の様々な行事に利用されているテント
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意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

福
祉
に

　
春
日
好
和
（
伊
友
）
六
万
円

　
清
水
元
三
（
中
屋
敷
）
五
万
円

　
　
　
善

職
員
募
集

　
　
「
あ
か
ね
園
」
に
勤
務
す
る
平
成
1
1

年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
職
員
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
及
び
受
験
資
格
】

・
看
護
婦
（
正
職
員
）
1
人
　
看
護
婦

　
又
は
准
看
護
婦
の
資
格
を
有
す
る
者

・
介
護
員
兼
栄
養
士
（
臨
時
）
1
人

　
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者

・
介
護
員
（
臨
時
職
員
）
若
干
人

※
い
ず
れ
の
職
種
と
も
、
4
5
歳
ま
で
で
、

　
通
勤
可
能
な
者

【
提
出
書
類
】

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
自
筆
記
入
）

・
卒
業
証
書
の
写
し

・
免
許
等
資
格
証
明
書
の
写
し

・
直
近
の
健
康
診
断
結
果
の
写
し

【
試
験
の
日
時
と
場
所
な
ど
】

日
時
　
1
1
月
1
4
日
d
b
午
前
9
時
か
ら

会
場
あ
か
ね
園

内
容
作
文
・
面
接

【
申
し
込
み
手
続
き
】

・
受
付
期
間
　
1
1
月
1
5
日
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

・
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ

　
〒
9
4
8
1
0
1
3
6
　
川
西
町
大

字
高
原
田
2
7
8
1
1
　
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
あ
か
ね
園
」
　
（
智
6

8
1

4
5
6
5
）

　　　　　　　、u”！“

ゴド．．　詫
　　　の　　の　　　　　　　　　　　　ロ　の　　ヤ
’　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●●　　●　，

鰍、議1瀞

小
わ
に
レ

　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

倒
伏
の
稲
田
に
案
山
子
立
っ
て
お
り

台
風
の
過
ぎ
し
朝
や
菜
を
間
引
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

倒
伏
の
稲
に
追
打
ち
か
け
て
雨

新
米
と
妻
の
言
い
た
る
朝
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

台
風
の
大
木
倒
し
通
り
過
ぐ

孫
と
行
く
通
草
見
つ
け
し
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

た
ま
し
い
の
な
き
さ
び
し
さ
の
菊
人
形

厄
の
な
き
魚
沼
米
や
豊
の
秋

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

夏
草
の
中
よ
り
聞
こ
ゆ
川
の
音

ト
ン
ボ
飛
ぶ
川
に
小
さ
な
丸
木
橋

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

鳳
仙
花
犬
の
吠
え
れ
ば
つ
ぎ
つ
ぎ
に

学
問
の
温
泉
を
出
て
よ
り
の
茗
荷
汁

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

早
稲
の
香
や
整
備
済
み
た
る
コ
ン
バ
イ
ン

柿
日
和
梯
子
の
足
の
定
ま
れ
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

彼
岸
会
の
香
煙
流
れ
曼
珠
沙
華

同
窓
会
と
て
秋
晴
れ
の
ふ
る
さ
と
に

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

大
屋
根
に
実
を
横
た
へ
し
糸
瓜
か
な

苔
寺
の
立
木
観
音
瞳
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

ひ
ろ
び
ろ
と
刈
田
の
は
て
に
秋
行
け
る

寝
返
り
て
椎
の
雨
聞
く
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

鳥
を
追
う
役
目
果
た
し
て
案
山
子
去
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

露
草
の
ま
ぶ
し
き
花
を
か
が
み
見
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

犬
呼
べ
ば
背
に
も
腹
に
も
草
じ
ら
み

　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似

継
ぐ
つ
が
ぬ
な
ど
は
子
ま
か
せ
稲
実
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

虫
の
音
や
今
日
を
感
謝
し
湯
に
浸
る

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

い
ろ
は
坂
ね
ま
で
数
え
し
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

敬
老
日
便
り
よ
り
ま
ず
煎
茶
着
く

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
　
澄
代

大
根
蒔
く
水
た
っ
ぷ
り
と
や
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
平
野
恵
春

茸
狩
り
去
年
の
場
所
を
辿
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
和
人

我
が
里
に
は
せ
を
の
句
碑
や
花
木
僅

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

辛
う
じ
て
日
々
生
き
て
居
り
暑
に
耐
え
て

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

飛
行
雲
西
に
ひ
と
筋
彼
岸
入
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

●休日救急医

10月10日　大坪医院（四日町）

　　　　　岱57－6100
　　11日　庭野医院（寿町）

　　　　　a52－2711
　　18日　田中外科医院（田中町）

　　　　　暦52－2403
　　25日　池田医院（本町西）

　　　　　盈52－2581
11月1日　田中外科医院（田中町）

　　　　　智52－2403
　　〃　　津南病院（津南町）

　　　　　費65－3161
　　3日　至誠堂医院（西浦町）

　　　　　盈52－3276
　　8日　山口医院（袋町）

　　　　　盈52－2174

生
活
習
慣
病
の
予
防

　
血
圧
が
高
い
、
貧
血
し
て
い
る
、
血

糖
値
が
高
い
な
ど
な
ど
、
生
活
習
慣
病

を
招
く
要
因
の
多
く
は
、
食
生
活
に
あ

り
ま
す
。
毎
日
三
食
規
則
正
し
く
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
取
る
の

が
理
想
で
す
。

1
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
生
活
習
慣
病
予
防

　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
、
目

標
は
一
日
三
十
食
品
、
い
ろ
い
ろ
食
べ

て
も
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。

2
日
常
生
活
は
食
事
と
運
動
の
バ
ラ
ン

　
ス
で

　
食
事
は
い
つ
も
腹
八
分
目
、
積
極
的

に
運
動
を
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
し
て
食
事
を
楽
し
む
。

3
減
塩
で
高
血
圧
と
胃
が
ん
予
防

　
塩
分
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
、
酢
、

レ
モ
ン
、
香
辛
料
を
使
っ
て
味
に
変
化

を
。4

脂
肪
を
減
ら
し
て
心
臓
病
予
防

　
脂
肪
、
特
に
動
物
性
脂
肪
の
取
り
過

ぎ
に
注
意
、
肉
料
理
よ
り
魚
料
理
を
献

立
に
。

5
生
野
菜
、
緑
黄
色
野
菜
で
が
ん
予
防

　
生
野
菜
、
果
実
類
に
多
量
に
含
ま
れ

て
い
る
ビ
タ
、
・
、
ン
C
、
緑
黄
色
野
菜
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ン
は
、
発

ガ
ン
抑
制
作
用
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

6
食
物
繊
維
で
便
秘
、
大
腸
が
ん
を
予

　
防

　
穀
類
、
野
菜
、
海
藻
な
ど
植
物
性
食

品
を
取
っ
て
積
極
的
に
食
物
繊
維
を
取

る
・
　
　
　
　
　
　
翻

7
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
取
っ
て
丈
夫
な
⑱
⑱

　
骨
づ
く
り

山
．
同
齢
者
が
骨
淳
る
と
、
寝
逡
穎
鱒

醗
勝
潜
蝉
え
軽
隷
墜

鎧
麟
弩
を
＋
分
砺

　
砂
糖
は
、
嗜
好
の
面
か
ら
つ
い
取
り

過
ぎ
に
、
果
物
も
糖
分
が
多
い
の
で
食

べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
て
。

9
禁
煙
、
節
酒
で
健
康
長
寿

　
禁
煙
は
百
益
あ
っ
て
も
一
害
な
し
、

百
薬
の
長
と
い
わ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
も
、

多
く
飲
み
続
け
る
と
肝
炎
、
肝
硬
変
、

肝
臓
が
ん
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
る
。

　
検
診
は
、
食
習
慣
を
も
う
い
ち
ど
見

直
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
自
分
の

食
生
活
の
ど
こ
に
間
題
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
に
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
、
検
診

を
機
会
に
ぜ
ひ
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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3
葛

り
頓
り
9

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
　
こ
う
だ
い

小
林
　
　
浩
大

　
　
　
　
あ
き
な

斎
喜
　
　
明
菜

　
　
　
り
ょ
う
た
ろ
う

山
田
諒
多
朗

　
　
　
　
か
ず
ま

永
井
　
　
壱
磨

美政智弘正正満義
　　恵　　　智
織浩子史江人子明

学
校
町

室
　
島

仁
　
　
田

木
　
落

佐
久
間

高
津

拓ひ綺あ
　ろ　　　や
弥や音ね

容正千貴
　　津
子則子之

塩
通
奪

辛量

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

川山春丸清
崎岸日山水

武
夫
6
4
（
武

ハ
ナ
80
（
正

喜
平
8
6
（
喜

セ
ッ
88
（
善

長
蔵
89
（
作

重一平男夫
）　）　）　）　）

室霜神上寺
　　社
島条町野尾

（
9
月
1
日
～
30
日
届
け
出
分
）

し
、
当
初
三
十
二
人
も
い
た
会
員
が
、

現
在
で
は
十
数
人
と
な
り
、
継
承
す
る

若
者
の
加
入
が
望
め
ず
、
存
続
が
で
き

な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
残
念
な
が
ら

九
月
三
日
を
も
っ
て
活
動
休
会
と
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
中
仙
田
百
円
会
（
小
林
時
夫

会
長
）
は
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
に
、

集
落
の
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
地

域
づ
く
り
団
体
で
、
集
落
内
の
子
供
た

ち
と
高
齢
者
世
帯
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
す
る
「
サ
ン
タ
、
ト
ナ
ヵ
イ
夢
宅
配

事
業
」
、
小
正
月
の
鳥
追
い
行
事
の
伝

承
活
動
、
そ
の
他
各
種
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
高

倉
集
落
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
高
倉
太

鼓
」
が
過
疎
化
と
高
齢
化
の
た
め
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
、
百
円
会
で
は
、
　
「
仙
田

地
域
に
残
る
優
れ
た
伝
統
文
化
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
」
と
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

地
元
の
経
験
者
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
伝
承
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
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表
紙
の
写
真

　
野
口
芸
能
保
存
会
（
村
越
正
会
長
）

は
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に
設
立
。

四
十
八
年
の
N
H
K
「
ふ
る
さ
と
の
歌

ま
つ
り
」
出
演
を
皮
切
り
に
、
　
「
県
農

協
芸
能
ま
つ
り
（
五
十
年
）
」
、
　
「
県

南
部
観
光
協
会
郷
土
芸
能
ま
つ
り
（
五

十
八
年
）
」
な
ど
、
数
々
の
交
流
会
や

町
内
発
表
会
に
出
演
し
て
き
ま
し
た
。

剣
の
舞
や
壁
塗
り
お
け
さ
は
、
皆
さ
ん

も
よ
く
ご
存
じ
の
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」新しく購入された太鼓にr高倉太鼓

を入魂しました

i繋．鍵

曝』ズ霧瀞謙．謬蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
，
詞
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ラ
轟
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
纒
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▲「鳥のすばこ」

4年生田ロ清貴くん
▲「夜みるブラネタリウム」

5年生星野友美さん
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